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３．事後評価結果 

 

本研究では、種類の異なる作業映像を対象とした手操作認識を目標として、新しい映像データに

既学習モデルを適用する際の課題を解決し、高い性能の学習器を構成する手法を開発した。具体的

には、ユーザの手の見えと背景の環境の相違を解消し信頼できる形式に変えて学習を行う手法、手

姿勢推定と手領域抽出を同時に実現し、実験室環境で取得したラベル付きデータにより学習された

既存モデルを異なる撮影条件に適用する手法を開発した。その成果を論文誌 IEEE Accessや画像処

理の主要会議 ECCVで発表し、国内シンポジウム学生奨励賞や所属機関から Research Collaboration 

Initiative Awardを受賞するなど、高い研究成果を挙げた。国内外の研究機関との研究交流を積極

的に行い、訪問研究者として海外で実施した研究成果を国際会議で発表するなど、研究者としての

著しい成長もあった。 


